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第７章 今後のキャリア教育・キャリアガイダンス施策への示唆 

 

 保護者を対象とした今回の調査は、キャリア教育・キャリアガイダンスに対する現時点で

の保護者の認識を検討したものであり、直接的に、今後のキャリア教育・キャリアガイダン

ス施策への具体的なニーズや期待を検討することを目的とした調査研究ではなかった。 

 しかしながら、本調査の分析結果をもとに、関連する先行研究や先行的な取り組みを交え

て解釈した場合、今後のキャリア教育・キャリアガイダンス施策の理論上・実践上のあり方

や行く末について数多くの有益な示唆が得られたものと考える。そこで、本章では、前半部

分で、労働行政を中心としたキャリアガイダンス施策に対する示唆、後半部分で、学校にお

けるキャリア教育に対する示唆を、それぞれ本報告書の内容をふまえながら、若干、広がり

を持たせて述べることとする。 

 

１．労働行政におけるキャリアガイダンス政策への示唆 

（１）キャリア教育・キャリアガイダンスとその背景について 

 まず第一に、保護者がキャリア教育・キャリアガイダンスとの関連で考える子どもの将来

に対する期待や不安は、必ずしも、職業キャリアや就職・就労・労働といった側面ばかりに

限定されている訳ではないという点である。 

 本調査で「子どもの将来に対する期待」についてたずねた結果、確かに、子どもの望む職

業に就いてほしい、何らかの資格をとってほしい、安定した職業についてほしい」というニ

ーズは、保護者の間で根強かった（以下、第２章および第４章参照）。しかし、一方で保護者

が家庭生活で重視していることは、子どもに、基本的な生活習慣、時間やルールを守ること、

自分の事は自分でさせることなどであり、あわせて子どもの健康を重視しているのが一般的

であった。また、「学校のキャリア教育に対する期待」についてたずねた結果でも、学ぶこと

働くことの意義、自分の個性や適性の理解、社会人に必要なモラルやマナーなどに対する要

望が多く、学校で身につけてほしい能力として、読み書きなどの基礎学力の他、人を思いや

る力、責任感、協調性、忍耐力などの人格形成的な能力に対する要望もみられた。さらに、

「社会人の立場からみたキャリア教育」についてたずねた結果では、社会に出てくる若者に

不足している能力として、マナーや時間、あいさつや受け答えなどの一般常識、また他者へ

の配慮や思いやり、コミュニケーションや道徳心・公共心などが多く挙げられた。 

 こうした結果からは、職業キャリアに焦点を当てたキャリア教育・キャリアガイダンスは、

保護者にとって、あまりに職業や就労に的を絞りすぎていると感じられやすいことが推測さ

れる。実際、キャリア教育・キャリアガイダンスについて自由記述で回答を求めると、かな

りの割合で、職業・就労に直結するようなキャリア教育・キャリアガイダンスに対する疑問

や不信感が寄せられる。保護者の立場では、より幅広い人間性や人格や人柄といったものに

対する関心が高く、あまりに早い段階で性急に職業や就労に子どもを方向づけることを、必
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ずしも望ましいことと考えている訳ではない。 

 現実には、日本で行われているキャリア教育やキャリアガイダンスは、保護者が望むよう

な幅広い人間性や人格や人柄といったものを軽視している訳ではない。むしろ、早い段階で

将来や職業のことを考えさせることによって、進学に向けた基礎学力の指導に偏りがちな進

路指導を拡張し、より幅広い能力を伸ばそうとするのが一般的である。その意味では、現在、

行われているキャリア教育・キャリアガイダンスの具体的な内容が十分に世間一般に知られ

ていない面があり、今後も引き続きキャリア教育・キャリアガイダンスの啓蒙普及といった

ことに力を入れる必要はある。 

 その一方で、保護者が望む人間性・人格・人柄といった内容の教育・学習をキャリア教育

・キャリアガイダンスの枠内で考え、それを公教育を中心とした様々な取り組みによって推

進していくことが、果たして望ましいことなのか否かといった価値判断は別になされる必要

がある。特に、海外のキャリアガイダンス研究の動向を考えた場合、キャリア教育・キャリ

アガイダンスは様々な価値から公平中立であることを基本とするか、または、キャリアガイ

ダンスがともすれば無意識的に個人を能力主義的なキャリア達成レースに駆り立てがちであ

る（Plant,1997；Watts,1996）ことに留意して、より非競争主義的・非資本主義的な志向を強

調するのが一般的となりつつある（O'Brein,2001; Hartung and Blustein,2002; Hansen,2003; 

Herr,2003; Irving & Malik,2005; McIlveen, Everton and Clarke,2005)。キャリアガイダンスの背景

にあるイデオロギーに関しては、本研究に先立つ予備調査（DPS-06-04「キャリア教育におけ

る公共職業サービス機関の役割―キャリアガイダンス施策の新たな枠組み―」を参照のこと

http://www.jil.go.jp/institute/discussion/2006/06-04.htm）から継続して、本調査の結果でも今後

の課題として挙げておく必要がある。 

 

（２）職場体験学習と基礎学力の対比について 

 第二に、日本のキャリアガイダンスの特色でもある「職場体験学習」について、現状では、

保護者の間でかなり賛同者が多い一方、その効果について疑問をもつ保護者層が中高年齢層

を中心に若干みられた（以下、第３章および第４章参照）。それらの年齢層では、基礎学力を

重視すべきだとする考え方もみられており、職場体験学習を中心としたキャリア教育と読み

書き計算を中心とした基礎教育といった対比が、今回の調査でも観察できたことになる。こ

の点について、現在、アメリカのキャリア教育では、キャリア教育・キャリアガイダンスの

狙い・効果の 1 つとして「基礎学力の向上」を挙げるのが一般的となっている。子どもに将

来や職業について考えさせることによって、そこに至るまでの道筋をより明確にイメージさ

せ、目的意識をはっきさせることで、そこに至るには自分にどのような学習が必要なのかを

認識することができ、基礎学力の学習に向けたモチベーションが高まると想定されるからで

ある。この点では、日本のキャリア教育・キャリアガイダンスも、基礎学力の向上を 1 つの

大きな狙いとして今後、正しく掲げていくべきだという議論を行うこともできるであろう。 
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 ただし、この「基礎学力」を日本のキャリア教育・キャリアガイダンスの文脈でどのよう

に捉えるかについては、若干、難しい面もある。それは、日本のキャリア教育およびその中

核となる職場体験学習が、一部、従来の学校教育に対するアンチテーゼとして理解されてい

る場合があるからである。例えば、子どもを学校から外に出し、どんどん職場を体験させる

べきだという意見に賛成する保護者の中には、実生活とは関わりが薄いように思える抽象的

な学問を机上で学ぶことに対する批判を背景にしている場合もある。これは、教員を企業や

ビジネスの現場に出すといった教員を対象とした体験プログラムの主張とも通底している。

つまり、「世の中から隔絶した学校の中で無味乾燥な学問を世間知らずの教員が教える」とい

うことに対する根強い批判的な眼差しが世間には一部ある。 

 こうした学校批判・教員批判の適否は定かではなく、より慎重な議論が必要とされよう。

しかし、このような主張が根強くある日本において、キャリア教育が基礎学力を向上させる

という主張、さらには、子どもの将来を考える上で基礎学力が重要となるという主張は、な

かなか世間一般に受け入れられにくい場合がある。より条件の良い仕事に就くためには、よ

り良い学習歴がなければならず、そのためにはより高い基礎学力がなければならない。そし

て、そうした高い基礎学力が生涯にわたるキャリア発達を可能にする生涯学習を可能にし、

継続的な能力開発を可能とする。こうした諸外国ではそれほど疑問視されない主張が、日本

の風土では難しい場合があり、この点についても日本のキャリア教育・キャリアガイダンス

の背景にある根本問題として十分に認識しておきたい。 

 

（３）地域社会とキャリア教育 

 第三に、地域社会とキャリア教育という論点は、キャリア教育・キャリアガイダンスにと

って、古くて新しい論点である。日本におけるキャリア教育がおもに職場体験学習に特化し

て推進されているのは、日本において十分に機能しなくなっている地域の教育力といったも

のを、再び活性化するという狙いも含まれている。 

 しかし、今回の保護者調査からは、そもそも保護者間でさえ協力や連携が困難であるとい

う姿が浮かび上がる。例えば、地域住民として関与するキャリア教育として、親どうしが話

し合うといったことがあげられ（以下、第５章参照）、地域住民としてキャリア教育に参画す

るための条件整備として、地域住民が関わる仕組み、受け皿などが挙げられ、保護者が相談

できる場所や地域住民のネットワークの仕組みが求められる様子には、ばらばらになった地

域社会があり、それゆえ何らかの仕組みやネットワークがなければ、地域社会におけるキャ

リア教育という可能性は見えてこないということが指摘できる。確かに、地域社会における

キャリア教育がうまく機能している場合には、NPO やボランティア団体などの受け皿、仕組

みが、町内会・商店街などの従来からある地域組織と噛み合っている場合であり、そうでな

ければ、1 人の個人が地域社会と関わりをもつのは難しいであろう。したがって、ここには、

地域社会におけるキャリア教育を展開するための仕組み作り、ネットワークづくりという点
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で、公的な機関が主導的に施策を推進する可能性は多分にある。 

 ただし、今後の社会情勢に関する質問では、格差拡大、グローバル化・国際化という認識

が広く共有されていた（以下、第６章参照）。様々な社会の変動の中で、「地域社会」という

コンセプトが、果たしてキャリアガイダンスの具体的な取り組みにとって有益であるのか否

かは不明である。とは言え、現在、ヨーロッパなどで見られるキャリアガイダンスの新しい

コンセプトは、子どもやその保護者といった枠を超えて、地域の産業界・経済界を巻き込み、

地域全体に対するキャリアガイダンスへと進む方向を見せている（Plant,1997）。実際、キャ

リア教育・キャリアガイダンスに対するリテラシーの高い地域・低い地域というのは、日本

においても確かにあり、独特の取り組みを行う NPO や地域団体の周辺地域は、全体としてキ

ャリアガイダンスに熱心である場合が多い。日本のキャリア教育・キャリアガイダンスの方

向性の 1 つとして、地域を対象としたキャリアガイダンスという考え方は議論に値するもの

であると言えるだろう。 

 

２．学校におけるキャリア教育への示唆 

 本調査は、主に学校教育におけるキャリア教育の拡大・普及の中で特に保護者のキャリア

教育やキャリアガイダンスに対する意識や理解を調査することで保護者のニーズを分析する

とともに、今後、キャリア教育やキャリアガイダンスを推進する上での人的資源としての保

護者の可能性を明らかにすること目的としている。保護者は社会（職業）人であり親という

立場をもち、子ども達へのキャリア教育やキャリアガイダンスに対しては両方の立場からニ

ーズが高いことが予測され、さらに人材として参与する意識が高いのであれば、今後のキャ

リア教育に関わる政策立案や実際の運用面でこうした人材のサポートを期待した上で施策を

進行することができるようになる。 

 本調査におけるキャリア教育は保護者が子どもに対して意識する内容で捉えているので幅

広い。30 代から 50 代の保護者を対象に調査を実施しているため、キャリア教育やキャリア

ガイダンスの対象として意識された子どもは、学齢前から大学を卒業した若者までを扱って

いることになる。設問項目としては、「学校で行われているキャリア教育」「中学校で行われ

ている職場体験」などの質問項目が設定されて学校教育、特に中学校を中心として、小学校、

高校におけるキャリア教育に焦点化されている一方、地域住民としてキャリア教育やキャリ

アガイダンスにどのように関わることができるかなどの質問が設けられている。そこで、ま

とめとして学校教育、特に文部科学省が力点を置いている学校段階における小学校、中学校

及び高校におけるキャリア教育やキャリアガイダンスを中心に考え、地域住民がこうした活

動に関与することにおいてその核となる学校教育の役割を中心に検討していくこととする。 

 

（１）小・中・高校におけるキャリア教育の進展 

 キャリア教育が公の文書で初めて登場したのは文部科学省の公文書、1999 年の中央教育審
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議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善について」である。答申には「キャリア

教育（望ましい職業観・勤労観及び職業に対する知識や技能を身に付けさせるとともに、自

己の個性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を育てる教育）を小学校段階から発

達段階に応じて実施する必要がある」とあり、キャリア教育によって職業観・勤労観という

価値観を育成し、主体的に選択できる能力の育成を小学校段階から始めることを求めた。キ

ャリア教育について述べられた内容は従来の進路指導の内容と大差なく、本来の進路指導の

重要性の再認識を求めるためキャリア教育という用語を用いたと考えても良いであろう。し

かし、こうした教育を小学校段階から求めたことは、戦後の教育において初めてである。進

路指導の内容を中核としたキャリア教育も、その後幅広い意味をもち様々な分野で使用され

るようになっていく。 

 2003 年 5 月『平成 15 年版国民生活白書』ではフリーターを、15 歳～34 歳の若年（ただし、

学生と主婦を除く）のうちパート・アルバイト（派遣等を含む）及び働く意志のある無職の

人と定義し、その数が 2001 年には 417 万人にのぼり、若年人口の 5 分の 1 を占めると発表し

た。同白書は「今後の日本経済を担うべき若年の職業能力が高まらないため、経済全体の生

産性が低下して経済成長の制約になるおそれがある」と警告している。こうした報告の背景

もあり、キャリア教育がニート、フリーター対策として登場したとの認識を一部でもたれて

いる。しかしこれは大変な誤解で、既述したように本来の進路指導について求められてきた

ことをキャリア教育との新たな語句を用いその理念と方向性を確認したのである。もちろん、

この教育は、ニート、フリーター対策として有効であることは間違いなく、その点では、ニ

ート、フリーター問題は、キャリア教育の推進にとって追い風になっていることは確かであ

る。 

 

（２）保護者が受けた進路指導の機能不全 

 本調査の対象となった 30 代、40 代、50 代の保護者が受けた教育について振り返ってみよ

う。30 代と 50 代の保護者との相違は大きいかもしれないが、特に 40 代から 50 代の保護者

については学習指導要領の内容がまだまだタイトに詰め込まれていた時代で、高校進学率が

90％を超えた一方、大学進学率は現在の半分である 25％を推移していた。進路指導は偏差値

偏重ですすめられ「良い学校、良い会社、良い人生」との一元的な価値観が重くのしかかっ

ていた時代でもある。30 代の親の時代となると、中学校や高校時代にバブル時代とその崩壊

を経て一元的な価値観への疑問がにわかに起こった時代でもあった。1992 年には埼玉県の教

育長の偏差値不提示の通知をもとに中学校の進路指導に脱偏差値が浸透していった時代でも

ある。こうした自らが生きた世代がその後の価値観に与える影響（世代効果）については、

こうした時代に生きた保護者のキャリア教育に対する捉えに見受けられるかを検討すること

は必要なことである。この部分については、結果分析の３章－４章で若干触れた。 

 多くの保護者は自らの価値観の揺らぎから、子どもの将来への期待は強いもののどのよう
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にアプローチしてよいか戸惑っているといっても過言ではない。自らの受けた進路指導が現

在では機能不全に陥っている自覚を保護者がもっとも強く感じているのではないだろうか。

そのため、基本的生活習慣を身につけるなどいつの世でも変化しない人格形成に力点を置い

ていると考えられる。また、手に職をつけ、資格をとるといった外形的な技術・技能の習得

といった部分への傾注も特徴的なところである。しかし、今後の子どもや若者を取り巻く環

境については、「今後もフリーターやニートの若者が増える」を筆頭に就業、結婚、出産とい

った生活に対する不安が根強い。しかし、基礎学力の習得の重視に対し、将来の職業や進路

に関する教育（これは暗にキャリア教育を指している）が重視されるが大きく離れていると

ころにキャリア教育への理解不十分な部分が伺える。 

 自己理解をどのように推進するか、具体的に自分のキャリアをどのように形成していくか

は、学校教育の中で経験したことのない保護者がほとんどであり、どのように具体的なアプ

ローチをしてよいのか、全く分からないのが現状ではないであろうか。 

 キャリア教育への移行は、こうした進路指導時代を生きた保護者の認識を明らかに変えて

きている。学校におけるキャリア教育について、職場見学、職場体験を支持する意見が群を

抜いていることからも理解できる。しかし本来のキャリア教育は「職業観・勤労観という価

値観を育成し、主体的に選択できる能力の育成を小学校段階から始める主体的な進路選択能

力の育成」することであり、単に職業について学ぶだけではなく全教育活動を通じてこれか

ら生きていくうえで必要な能力・態度や価値観を身につけていくこととの理解に至るには今

しばらく時間が必要なようである。出口指導と揶揄される入社試験や入学試験に受かること

のみに終始した進路指導を経験してきた保護者にもこれだけの認識の変化があることは驚く

べきことでもある。 

 

（３）地域住民としての保護者をキャリア教育に参画させるには 

 社会人として客観的に子ども達を評価すると、不足しているものに、マナーや時間の管理、

挨拶や受け答えなどの一般常識、他者への配慮や思いやり、コミュニケーション能力や道徳

心・公共心が上げられた。こうしたいわゆる社会性の欠如については、それぞれの能力の育

成する場として、基礎学力が学校、基本的生活習慣や人格形成は家庭、職業能力は職場、コ

ミュニケーション能力は学校を中心に地域・家庭の役割も大きいと認識されており、学校が

学力育成の中心的場であることの認識は強いようである。 

 地域住民としてキャリア教育に関わりたいと思っている保護者も多い反面、地域住民が関

わる仕組みや受け皿となる施設などへの期待も高く、自らがキャリア教育に関わる仕組みや

施設に取り組む段階にまでは至っていない。そこでこうした地域住民としての保護者の意識

をキャリア教育へのレディネスと考えると、こうした人材を有効に活用するコーディネータ

ーの役割を担う機能として学校への期待が高まってくる。地域住民として保護者がキャリア

教育に参画するために必要な仕組みと認識している「若者だけでなく保護者も気軽に相談で
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きる場」「地域住民が互いに協力できるネットワークの仕組み」などに学校組織がどのように

応えられるであろうか。 

 

（４）地域のキャリア教育のコーディネーター役としての学校の機能 

 子どものより良い進路選択に向けて、保護者の支援や指導も必要になってくるという観点

から、学校と保護者と連携する意義を始め、学校が保護者の力を最大限引き出し、保護者が

学校への最大限に支援する環境をどのように保障すべきか。そのためには子ども地域の人材

としての価値付けが必要になってくる。保護者も自分たちが育った時代の価値観であった「い

い学校、いい会社、いい人生」の図式が適わなくなり、社会の急激な変化、多様な価値観の

存在の中で特に子どもの将来に対して不安を感じている。その対応策として、保護者として

学校と、地域の住民として地域と、職業人として学校や地域と連携し地域の子ども将来にむ

けたキャリア教育やキャリアガイダンスにかかわるという選択肢が浮上してきている。この

チャンスを生かし、community-based なキャリア教育、キャリアガイダンスを実現することは、

わが国の教育そのものの重要な使命が浮上してきたとも捉えることができる。 

 一方、労働行政が若年者の就労について改善をもとめジョブカフェをはじめとする就労支

援組織を立ち上げ、ニート、フリーター対策を実施しているが、社会に出てしまった若年者

との連絡を確保する上での難しさを訴えている。一方、少なくとも小学校、中学校、高校の

学校教育では児童生徒に対し直接キャリア教育を通した前就労支援教育を漏れなく実施する

ことができる。また、社会に出た若年者もこうした学校教育の卒業者と考えると、出身校を

窓口として若年者との接点を模索することも不可能とはいえない。こうした視点で考えると、

学校教育の役割は、わが国のキャリア教育のキーとなる機関であり、保護者のキャリア教育

への関与の可能性と連動させることは非常に重要なことである。 

 

（５）保護者の学校への役割の視点の転換 

 学校はこれまでの保護者を生徒の側に置き、学校教育の受益者として位置づけてきたが、

今後は、子供に対して学校側、つまり教育する側の一員として協働していく姿勢が学校に必

要になってくる。そのためには、組織的に保護者を協働者として学校教育に組み込む組織や

活動を創出する組織が必要になる。そこでは組織に存在する保護者ではなく、組織で機能す

る保護者をめざすことになる。たとえば、PTA にキャリア教育にかかわる組織を作り、学校

内の分掌である進路指導部会と協働して行事を行うなどの機会を創出し、ともに共同する場

を構築していくなどである。 

 こうした連携を直接保護者に働きかけても容易に実現するわけではない。従来の学校と保

護者とが接触するパイプを使い学校側からのメッセージ、キャリア教育、キャリアガイダン

スについての情報発信を恒常的に実施していく必要がある。具体的には、以下の方策が考え

られる。 
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①保護者への情報発信のあり方の工夫する 

 保護者に学校におけるキャリア教育への注視を求めるには恒常的な情報の発信が求められ

る。学校通信、進路通信、学年通信など紙媒体による情報発信から、携帯電話を使った情報

発信、学校の HP を利用した情報発信などを通した情報発信方法の転換が考えられる。紙媒

体の場合、生徒に配布しただけで情報が家庭に届くことは難しいことが多く、学校と保護者

を直接結びつけるものとしては、学校の HP への掲載や、携帯アドレスへの一括配信などが

考えられる。 

 発信内容としてはキャリア教育やキャリアガイダンスへの情報提供やそれらの活動に対す

る協力要請を行う。児童生徒向けのキャリア教育やキャリアガイダンスの授業についても開

催日時を常に発信し、いつでも参加可能な状況を作り、学校の敷居を低くしておくことも重

要である。また、感想や意見が返信できるように HP のページの作成に工夫も求められる。 

 

②PTA 総会、保護者会で保護者とのパイプを形成する 

 年に一回の PTA 総会や保護者会は保護者とのパイプを形成する重要な機会である。何度も

ないこの機会を有効に活用するには、「学校からの要求ばかり」の保護者会であればその在り

方を検討すべきである。キャリア教育に保護者の参与を求めるには、とにかく学校に来ても

らうことが必要である。多くの参加を望むのであれば、時間のやりくりをして参加したくな

るような内容にし、保護者会の企画段階から保護者に参加を求めるなどの方法が考えられる。

どんな情報を求めているか、どう説明されると分かり易いか、といった意見をもとに保護者

の目線で PTA 総会や保護者会を保護者との連携で作り上げていくのである。 

 

③保護者との連携による取り組みを体系的に組み立てていく 

 保護者の学校キャリア教育への参与へのレディネスを現実的なものとするには、その組織

化が考えられる。学校教育の中核としてキャリア教育を展開しているのは、中学校、高校の

場合は、進路指導部である。保護者の進路指導業務を補助する組織を構成し、具体的な進路

指導活動への連携を求めることでキャリア教育への参与を実現していくことができる。保護

者の関与はキャリア教育活動における教師の負担そのものを軽減し、連携の過程で保護者の

ニーズが聴取できキャリア教育活動がより適切な形で実現する。 

 進路関連の説明会も集団としての一方的な説明会から研修会、児童生徒のキャリア教育、

キャリアガイダンスの行事への参加など運営方法の転換を行う。もちろん授業者側に立った

進路授業への協力を求め、目的を明確にした活動を仕組む。進路行事への共同企画者として

会議に参加を求めることにより保護者との協働も可能である。面談週間を設定して定期的な

面談も必要であるが、問題解決的面談が容易に設定できるような機会を提供する。 

 学校の側として保護者がキャリア教育において役割を果たす機会は数多く存在する。たと

えば、就業体験のコーディネーター、「職業人が語る」の講師コーディネーター、「職業人イ
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ンタビュー」の人材バンク、大学見学の引率者など、様々なアイディアが考えられる。教育

課程への地域の力として保護者を組み込みことで、学校は教育活動の幅を広げると同時に、

保護者のキャリア教育への理解、さらには保護者のキャリア発達をも促進することになり、

地域を基盤にしたキャリア教育の質の向上に寄与するのである。 

 

（６）キャリア教育を支える学校以外の地域の組織 

 学校が保護者との連携でキャリア教育を推進し、保護者に存在するキャリア教育へのレデ

ィネスを実際の力に転化していくことで、保護者は次には地域住民としてキャリア教育を推

進する基盤を地域に根付かせていくことになる。次に、地域におけるキャリア教育を支える

組織の存在や可能性について触れる。 

 まず、「おやじの会」を取り上げる。日本に 1000 以上あるといわれる通称「おやじの会」

は、保護者会などで恒常的な支援を学校に行うことのできない主に父親によって組織された

会であり、キャリア教育を推進する上では、現在、可能性を多く秘めた組織である。実際に

学校が「おやじの会」と連携してキャリア教育を実践している事例は多く存在し、それらの

活動の成果などを学校や「おやじの会」で共有することで地域の資源を有効に活用すること

ができる。 

 中学校の職場体験を契機に地域では、事業所側として商工会、青年会議所、ロータリーク

ラブなど、職業安定行政機関としてハローワーク、ジョブカフェなどが連携し、場合によっ

ては組織化してキャリア教育に携わっている。また、通商産業省のキャリア教育プロジェク

トの一環として、特色ある活動を行っている NPO が学校のキャリア教育を支援し、地域社会

とのつながりを即している事例も数多く存在する。 

 事例としては少ないかもしれないが、キャリア教育の推進として学校以外の組織や機関に

おけるキャリア教育の推進は確実かつ着実に拡大している。しかし、これまで述べたように、

小学校、中学校、高校 12 年間の継続的、組織的、段階的なキャリア教育を効果的に実践し、

学校がコアとなり、児童生徒や卒業者をも包括した地域のキャリア教育を支え推進する形態

は、地域社会がある程度独自にキャリア教育やキャリアガイダンスが実践できるようになる

までその期待は高く、実践が可能になった後もその役割は重要である。 

 

（７）さいごに 

 児童生徒の価値観は多様化している。キャリア教育、キャリアガイダンスを運営する組織

の中心である大人たちは、みずからの価値観のみでキャリア教育を推進していくことないよ

うにする必要がある。調査によって明らかになった保護者間の世代効果は、児童生徒と教師、

さらには保護者との価値観のギャップが拡大していることを予見させる。地域の子どもであ

り、学校の児童生徒であり、将来の地域の人材である子どもたちが、自分の地域でそれぞれ

の生き方を楽しんで考えることがキャリア教育の基本的なスタンスであるとすれば、学校の
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果たす役割は非常に大きいものとなる。その上で、学校と地域住民であり保護者との連携の

中でお互いに多様な価値観を受け入れ、連携して地域独自のキャリア教育環境を構築してい

く姿勢の必要性を本調査によって知りえたことは、今後のキャリア教育のあり方にとっての

貴重な知見を得たといえる。 

 

【引用文献】 

Hansen, S. S. 2003 Career counsellors as advocates and change agents for equality. Career 

development quarterly, 52, 43-53. 

Hartung, P.J., & Blustein, D. L. 2002 Reason, intuiton, and social justice: Elaborating on Parsons's 

career decision-making model. Journal of counseling and development, 80, 41-47. 

Herr, E. L. 2003 The future of career counselling as an instrument of public policy. Career 

development quarterly, 52, 8-17. 

Irving, B. A., & Malik, B. 2005 Critical reflections on career education and guidance: Promoting 

social justice within a global economy. Oxon: Routledge Falmer. 

McIlveen, P., Everton, B., & Clarke, J. 2005 University career service and social justice. Australian 

journal of career development, 14, 63-70. 

O'Brien, K. M. 2001 The legacy of Parsons: Career counsellors and vocational psychologists as 

agents of social change. Career Development Quarterly, 50, 66-76. 

Plant, P. 1997 The evolving role of the guidance counsellor. Educational and vocational guidance 

bulletin, 59, 30-34. 

Watts, A. G. 1996 Socio-political ideologies in guidance. In Watt, A. G., Law, B., Killeen, J., Kidd, J. 

M., & Hawthorn, R.(Eds.), Rethinking Careers Education and Guidance: Theory, Policy and 

Practice. London: Routledge. pp.352-355. 

 

 


	第７章 今後のキャリア教育・キャリアガイダンス施策への示唆
	１．労働行政におけるキャリアガイダンス政策への示唆
	２．学校におけるキャリア教育への示唆



 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
            
       D:20070213143441
       728.5039
       B5
       Blank
       515.9055
          

     1
     Tall
     274
     211
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0f
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
            
       D:20070213143441
       728.5039
       B5
       Blank
       515.9055
          

     1
     Tall
     274
     211
    
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0f
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




